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概要 本稿では，「ついでタスク推薦」のために，アクティビティを超えて，機械的に抽出したリソース間の類似性に

基づき作業推薦を行う手法を提案する．ついでタスクとは，ついでにやるほうが良いと思えるほど作業切り替えの負

荷が小さい作業を指す．この手法では，ユーザのタスク認識に寄らず機械的に作業の類似性を抽出するため，セレ

ンディピティのあるタスク推薦が可能になる．これを採用した PC 上の作業推薦システムの構成を述べ，その評価方

法について検討する． 
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1  はじめに 

人の作業は，例えば，論文を書く，出張の準備をする，

などの作業の大きなまとまり(アクティビティ)の中に，ワー

プロソフトで原稿を書く，ホテルを予約する，などの複数

の小さな作業(タスク)が含まれて構成される．このような

認識のもと，ユーザが処理すべきタスクを推薦し，作業

の効率化を目指す技術が提案されてきた[2, 3, 4, 8]．中

でも，同じアクティビティに属するタスクをまとめて処理

することによって効率化を図るため，タスク認識やファイ

ル推薦をする手法が多くある[2, 8]． 

一方で，異なるアクティビティに属するタスクでも，続

けて処理することで効率的に処理できる場合がある．例

えば，出張と家族旅行という 2 つのアクティビティにそれ

ぞれ飛行機の予約というタスクがある場合，飛行機の予

約という類似した作業は続けて処理した方が準備の手

間を省けて効率的になる．作業の類似性に着目すれば，

タスク切り替えの負荷を削減できる． 

そこで我々は，アクティビティを超えて類似性が高い

タスクを連続して処理することで作業を効率化するため

に，「ついでタスク」を機械的に発見してユーザに推薦

する手法について検討する．本稿では，あるタスクに類

似したタスクを「ついでタスク」と呼び，「ついでタスク」推

薦のアプローチと，これを PC 作業に適用したシステム

の構成を述べ，評価方法を検討する． 

2  ついでタスクの推薦 

2.1  提案する作業推薦アプローチ 

本稿では，タスクは多層的な構造をなすものと捉える．

上位のタスクは下位の細かなタスクの集合で再帰的に

構成され，最下位にある最も細かな作業単位をアクショ

ン，各アクションでの操作対象をリソースと呼ぶ．例えば

飛行機予約というタスクはウェブサイトや会員カード情

報などのリソースと，それぞれを用いた予約内容の入力

というアクションから構成されるとみなす． 

これまでに提案されてきたアクティビティベースの推

薦では，大きな作業単位となるアクティビティ（＝上位の

タスク）の特徴に従うタスク（＝下位のタスク）が分類・推

薦されてきた[1, 2, 3, 6, 7, 8]．この方法では，アクティビ

ティの特徴やタスクとの関係はユーザの認識に基づくた

め，ユーザが想定しないような順序でタスクが推薦され

にくく，発見的に効率のよい作業順序を獲得しづらい． 

これに対して我々の提案するついでタスク推薦では，

大きな作業単位や作業目的の境界を超えて，最下位に

あるリソース，またはアクションの類似性に基づいて次に

処理すべき作業を推薦する．システムはリソースやアク

ションの特徴を計測し，計測した特徴量に基づいて全て

のリソースやアクションをクラスタリングして類似性を機械

的に判定する．「ついでに」処理するのが良いと思える

ほどに作業切り替えの負荷が小さい，類似性の高い作

業（「ついでタスク」）を推薦することで，作業効率の改善

を図る．例えば，実世界作業であれば，リビングからトイ

レに立ったついでに書斎から本を取ってくることを推薦

し，PC 上の作業であれば，出張のホテル予約が終わる

とそのついでに別件のホテル予約を推薦する． 

本アプローチには主に 3 つの利点が考えられる．リソ

ースやアクションの特徴量を抽出できれば PC上作業か

ら実世界作業まで幅広く適用可能である点，機械的な

処理で類似性を判定するためユーザのタスク認識（アク

ティビティとタスク，リソースの関係）がシステムから未知
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でも良い点，最後に，機械的な類似性の抽出によって

ユーザが気付きにくい作業間の類似性を捉えられれば，

ユーザにとって意外性のある推薦が可能となり，発見的

に作業効率を改善できる可能性がある点である． 

2.2  提案システム 

我々はこの「ついでタスク」の推薦というアプローチを

まず PC上の作業に適用し，ついでタスクの抽出方法や

推薦の有効性について検討していく．図 1にシステムの

概要を示す．本システムではファイルや URLを 1つのリ

ソースとして扱う．ユーザはまず今後処理する必要があ

るリソースをシステムに伝える．これは処理が不要なリソ

ースが推薦されることを防ぐための手続きである．システ

ムはリソースに付随する属性を参照してリソースごとに特

徴量を算出する．例えばファイル名や拡張子，編集時

刻などがリソースの属性になりうる．そしてシステムは算

出した特徴量に基づきリソースをクラスタリングしておく．

推薦時には現在処理しているリソースの特徴量を算出

し，同じクラスタや近くのクラスタに属するリソースを推薦

することで，類似した作業（ついでタスク）の推薦を実現

する．機械的な処理の結果，人のタスク認識と乖離した

順序でタスクを推薦する可能性もあるため，推薦の表示

では，過程の可視化[5]のように推薦結果を受け入れや

すくする工夫が重要になると考える．表示の一例として，

リソース群やクラスタを画面上に配置し，それらの間の

距離で類似性を表現する方法が考えられる．この方法

では，類似した特徴量の種類によらず類似したクラスタ

が近くなるように配置し，どの特徴量が類似したかはクラ

スタに併記する．こうした可視化が意外性のある「つい

でタスク」でも納得して採用される可能性を高めると期待

される． 

2.3  拡張可能性 

提案手法は，与えられたリソースを，リソースの特徴量

によってクラスタリングし，類似したリソースを推薦するも

ので，最小の作業単位であるリソースを用いた推薦方法

である．ここで，上位のタスクの構造が与えられ，ある上

位タスクがどのリソースから構成されるかがシステムに既

知となれば，リソースの特徴を上位に伝搬することで上

位タスクの特徴を算出できるようになり，上位タスクをもク

ラスタリングに含めたり，推薦対象にしたりできるようにな

る．上位のタスクへ特徴を再帰的に伝搬すれば，複数

のタスクからなる上位の抽象的な作業単位までも推薦

対象にできる． 

3  評価方法 

今後は提案システムにおいて「ついでタスク」の推薦

が実際に PC 上の作業を支援するか，また，ユーザはど

のような状況で提案システムからの推薦結果を採用する

かを検証し，本手法の有効性を評価したい．そこで，リソ

ースのクラスタリング結果を可視化し，ついでタスクとな

りうるリソースをユーザに気付かせるような表示方法で推

薦を行う．この「ついでタスク」への気付きを与える表示

によって，発見的に作業手順が見直され作業が効率化

する場面や，その効果を調査するとともに，本手法の有

効性についても評価する． 

4  おわりに 

本稿では，「ついでタスク」を推薦するために，アクテ

ィビティを超えて，機械的に抽出したリソース間の類似

性に基づき作業推薦を行う手法を提案した．ユーザの

タスク認識に寄らず機械的に作業の類似性を抽出する

ため，セレンディピティ(発見性)のあるタスク推薦が可能

になる．今後は PC上作業に適用したシステムで本手法

の有効性を評価していく． 
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図 1 システム概要 


